
中
小
建
設
業
者
・
職
人
の

　
　
仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
を
！

　
　
～
長
崎
県
と
長
崎
市
へ
要
望
書
を
提
出
～

長
崎
県
要
請　

　
十
月
十
七
日
長
崎
県
庁
に
て
、

中
小
建
設
業
協
会
と
共
に
「
中

小
建
設
業
者
・
職
人
の
仕
事
と

暮
ら
し
の
改
善
」
に
関
す
る
要

望
書
を
提
出
。

　
佐
藤
委
員
長
、
北
村
協
会
長

他
十
三
名
に
対
し
、
長
崎
県
か

ら
は
馬
場
副
知
事
他
十
一
名
が

出
席
。

　
北
村
協
会
長
か
ら
馬
場
副
知

事
に
要
望
書
を
手
渡
し
、
佐
藤

委
員
長
が
要
望
内
容
の
趣
旨
を

説
明
。
建
設
現
場
で
働
く
中
小

建
設
事
業
者
へ
の
配
慮
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

　
要
望
に
つ
い
て
は
、
①
公
共

工
事
予
算
の
確
保
②
中
小
建
設

業
者
へ
の
工
事
発
注
③
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃

金
の
支
払
い
④
工
事
発
注
に
お

け
る
適
正
単
価
の
設
定
⑤
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
五
項
目
。

①
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
地
震
の
発
生
や
台
風
・
大
雨

災
害
な
ど
全
国
的
に
自
然
災
害

が
頻
発
す
る
中
で
、
本
県
も
例

外
で
は
な
く
安
定
的
な
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
の
推

進
に
向
け
て
、
公
共
事
業
予
算

の
確
保
を
求
め
た
。

②
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
地
元

事
業
者
が
工
事
を
受
注
で
き
る

よ
う
、
分
離
・
分
割
方
式
で
の

発
注
、
施
工
時
期
の
平
準
化
、

週
休
二
日
制
や
猛
暑
日
等
を
加

味
し
た
工
期
設
定
な
ど
お
願
い

す
る
と
と
も
に
木
造
担
い
手
の

育
成
研
修
を
求
め
た
。

③
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
賃
金
が
労
働
者
に
ま
で
行
き

渡
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
、
下

請
契
約
に
お
け
る
明
示
さ
れ
た

法
定
福
利
費
等
の
経
費
が
支
払

わ
れ
る
よ
う
元
請
業
者
に
対
す

る
指
導
を
求
め
た
。

④
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
六
月

に
「
担
い
手
三
法
」
と
し
て
建

設
業
法
・
品
確
法
等
が
改
正
さ

れ
、
建
設
産
業
の
確
立
を
め
ざ

し
て
い
く
た
め
に
、
最
低
制
限

価
格
の
引
き
上
げ
及
び
小
規
模

工
事
に
お
け
る
単
価
の
割
り
増

し
な
ど
適
正
単
価
で
の
発
注
を

求
め
た
。

⑤
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
景
気

浮
揚
策
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

「
親
子
で
ス
マ
イ
ル
住
宅
支
援

事
業
」
や
「
長
崎
県
耐
震
・
安

全
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
県
下
一
円
へ
の
浸
透
と
関
係

予
算
の
拡
充
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
副
知
事
は
、

「
担
い
手
不
足
や
技
能
者
の
高

齢
化
・
減
少
と
い
う
構
造
的
な

問
題
と
四
月
一
日
か
ら
の
労
働

時
間
の
上
限
適
用
に
よ
り
、
生

産
性
の
向
上
や
経
営
の
効
率
化

が
求
め
ら
れ
る
中
、
さ
ら
に
原

油
価
格
や
建
設
資
材
の
高
騰
な

ど
、
中
小
建
設
事
業
者
に
は
大

変
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い

る
。
県
と
し
て
も
現
状
に
目
を

む
け
つ
つ
必
要
な
改
善
・
施
策

に
取
り
組
み
た
い
」
と
し
た
上

で
、
分
離
分
割
発
注
に
関
し
て

は
、
可
能
な
限
り
取
り
組
む
と

し
て
「
施
工
時
期
の
平
準
化
、

働
き
方
対
策
推
進
に
向
け
て
、

必
要
か
つ
適
正
な
工
期
の
設
定

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ

ら
れ
、
適
切
な
賃
金
の
支
払
い

で
は
、「
担
い
手
三
法
が
改
正

さ
れ
、
国
等
で
建
設
工
事
の
労

務
費
に
関
す
る
基
準
作
成
が
行

わ
れ
る
。
県
と
し
て
も
国
と
連

携
し
な
が
ら
適
正
に
対
応
し
て

い
く
」
と
回
答
。

　
ま
た
、
適
正
単
価
の
設
定
で

は
、「
最
低
制
限
価
格
の
引
き

上
げ
や
小
規
模
工
事
に
お
け
る

単
価
の
割
り
増
し
に
つ
い
て
は

行
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
関
し

て
は
、「
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
住

宅
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
の
取
り
組

み
が
、
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」
と

回
答
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

担
い
手
確
保
に
関
す
る
補
助
・

助
成
制
度
や
訓
練
制
度
の
手
続

き
関
係
の
窓
口
を
要
望
。
こ
れ

に
対
し
て
は
「
所
管
が
多
岐
に

わ
た
り
、
窓
口
な
の
か
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
の
か
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

長
崎
市
要
請　

　

十
月
二
十
九
日
、
功
刀
（
く

ぬ
ぎ
）
副
市
長
他
五
名
に
対
し
、

佐
藤
委
員
長
、
北
村
協
会
長
他

九
名
は
、
池
田
市
議
同
席
の
も

と
、「
中
小
建
設
業
者
・
職
人
の

仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
」
に
つ

い
て
、
①
中
小
建
設
業
者
へ
の

工
事
発
注
②
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
に
見
合
う
賃
金
の
支
払

い
③
工
事
発
注
に
お
け
る
適
正

単
価
の
設
定
④
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
助
成
の
四
項
目
を
要
望
。

　
副
市
長
か
ら
、
自
然
災
害
時

に
お
け
る
復
旧
活
動
へ
の
協
力

と
お
礼
、
そ
し
て
担
い
手
確
保

に
つ
い
て
触
れ
、「
建
設
業
界

で
も
働
き
方
改
革
は
重
要
で
あ

10／17

10／29

り
、
長
崎
市
で
も
週
休
二
日
制

や
工
期
の
平
準
化
、
契
約
書
関

係
の
電
子
化
等
を
進
め
て
い
る
。

持
続
可
能
な
街
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
。

　
そ
の
後
の
担
当
部
長
か
ら
の

回
答
で
は
、「
可
能
な
限
り
の

分
離
分
割
発
注
と
市
内
業
者
へ

の
優
先
発
注
に
よ
る
地
元
業
者

の
受
注
機
会
確
保
、
工
期
の
平

準
化
に
努
め
る
」
と
し
、
猛
暑

対
策
な
ど
労
働
環
境
の
整
備
や

新
担
い
手
三
法
へ
の
対
応
に
つ

い
て
も
、「
国
の
標
準
労
務
費

と
調
査
結
果
の
動
向
を
注
視
し

た
労
務
費
の
設
定
や
、
最
低
制

限
価
格
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

も
他
都
市
や
今
後
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
適
正
な
単
価
の
確

保
に
努
め
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
池
田
市
議
に
も
、
現
場
労
働

者
の
労
務
費
確
保
に
つ
い
て
、

実
行
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
要

請
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に

つ
い
て
は
、「
申
請
件
数
の
増

加
に
よ
り
今
年
か
ら
四
期
に
分

け
て
受
付
を
実
施
し
て
い
る
が
、

事
業
者
に
は
申
請
手
続
き
に
お

い
て
負
担
を
か
け
て
い
る
の
で
、

三
期
目
か
ら
は
窓
口
申
請
を
電

子
申
請
に
切
り
替
え
て
負
担
軽

減
を
図
り
た
い
」
と
の
回
答
を

得
ま
し
た
。

　
最
後
に
出
席
者
か
ら
入
札
に

関
す
る
意
見
、
要
望
が
あ
り
ま

し
た
が
、
後
日
回
答
を
い
た
だ

く
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
終
了
の

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
第
65
回
定
期
大
会 

in
神
奈
川

10/23
～
10/25

―
全
建
総
連
新
委
員
長
に
鈴
木
貴
雄
氏
（
全
建
愛
知
）
選
任
―

　
全
建
総
連
第
六
十
五
回
定
期

大
会
は
、「
国
会
請
願
採
択
の

歴
史
的
成
果
を
力
に
、
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
、
組
織
増
勢
を

か
ち
取
ろ
う
」を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
、
十
月
二
十
三

日
～
二
十
五
日
、
神
奈
川
県
横

浜
市
「
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
」
で
全

国
五
十
県
連
組
合
よ
り
一
三
五
九

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
日
目
、
主
催
者
を
代
表
し

て
中
西
中
央
執
行
委
員
長
が
挨

拶
、
続
い
て
開
催
地
の
神
奈
川

県
連
代
表
が
歓
迎
の
挨
拶
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
来

賓
に
は
、
神
奈
川
県
、

横
浜
市
の
代
表
者
を

は
じ
め
各
政
党
の
国
会
議
員
が

出
席
し
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
第
六
十
四
期
の

経
過
、
決
算
、
監
査
報
告
。
そ

し
て
第
六
十
五
期
の
方
針
案
、

予
算
案
の
提
案
、
そ
の
後
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
対
策
部
ご
と
に

九
会
場
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
議
案
の
討
議
が
行
わ

れ
、
建
設
長
崎
か
ら
参
加
し
た

十
一
名
も
分
散
し
て
参
加
。
社

会
保
障
分
科
会
で
は
、
建
設
長

崎
の
国
保
要
請
ハ
ガ
キ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
石
田
副
委
員

長
が
特
別
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
教
宣
分
科
会
で
は
組
合
新
聞

「
建
設
長
崎
」
が
発
行
七
〇
〇
号

の
記
念
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、
分
科
会
議
長
よ

り
各
分
科
会
報
告
、
各
県
連
組

合
か
ら
の
発
言
や
意
見
な
ど
活

発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
後
、
第

六
十
五
期
の
運
動
方
針
案
・
財

政
予
算
案
の
承
認
と
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
全
員
の
拍
手
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
選
出
で
は
、
中
西
孝
司
執

行
委
員
長
が
勇
退
し
、
鈴
木
貴
雄

新
執
行
委
員
長
（
全
建
愛
知
）
は

じ
め
新
役
員
が
選
出
。
建
設
長
崎

か
ら
は
佐
藤
委
員
長
が
中
央
執
行

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
組
合
功
績
者
表
彰
で
は
、

建
設
長
崎
の
寺
田
元
副
委
員
長
と

木
下
理
事
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
宣
言
の
採
択
の
後
、
参

加
者
全
員
の
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
で
三
日
間
の
第

六
十
五
回
全
建
総
連
大
会
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

第
50
回
衆
議
院
議
員
選
挙

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
第
五
十
回
衆
議
院
議
員
選
挙

は
十
月
二
十
七
日
に
投
開
票
が

お
こ
な
わ
れ
、
組
合
推
薦
の
候

補
者
の
う
ち
、
一
区
の
西
岡
秀

子
氏
（
国
民
民
主
党
）
が
当
選
。

ま
た
、
山
田
勝
彦
氏
（
立
憲
民

主
党
）
が
比
例
九
州
で
当
選
を

果
た
し
、
末
次
精
一
氏
（
立
憲

民
主
党
）
が
惜
敗
と
な
り
ま
し

た
。

　
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
崎
一
区

比
例
九
州

西
岡
秀
子 

氏

国
民
民
主
党　

三
期
目

山
田
勝
彦 

氏

立
憲
民
主
党　

二
期
目

馬場副知事に要望書を手渡す北村会長（右）

全
国
よ
り
一
三
五
九
名
が
参
加

挨拶をする北村会長

組合功労表彰受賞の木下さん（左）、寺田さん
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2024
ま
ち
づ
く
り

　
　

総
合
住
宅
フ
ェ
ア

木
工
教
室
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
作
り

　
未
明
か
ら
の
雷
は
何
と
か
落

ち
着
い
た
も
の
の
、
時
折
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
た
十
月
十
九
日
㈯

～
二
十
日
㈰
に
か
け
て
、
四
年

ぶ
り
に
ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅

フ
ェ
ア
が
、
長
崎
県
庁
舎
一
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
お
い
て
二
十

七
団
体
の
協
賛
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
「
防
災
×
省
エ
ネ
」
を

テ
ー
マ
に
各
出
展
団
体
が
約
十
五

ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
体
験
教
室

や
展
示
等
を
行
い
な
が
ら
住
ま
い

づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
他
の
イ
ベ
ン

ト
と
重
な
っ
た
こ
と
や
県
民
へ
の

宣
伝
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ
り
来
場
者

が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

建
設
長
崎
と
協
会
で
は
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
の
木
工

教
室
に
取
り
組
み
、
二
日
間
で

七
十
一
組
の
製
作
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

　
来
客
者
の
中
に
は
、
組
合
員

の
優
し
く
丁
寧
な
指
導
に
よ
っ

て
完
成
し
た
イ
ス
に
腰
掛
け
て

自
慢
げ
な
ポ
ー
ズ
で
記
念
撮
影

を
楽
し
む
家
族
も
見
受
け
ら
れ
、

充
実
し
た
二
日
間
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
が 

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
使
え
ま
す
！

　
お
会
計
時
に
、
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
税
抜
き
合
計
金
額

か
ら
三
％
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

早
朝
か
ら
営
業
し
、
プ
ロ
向
け
の

住
宅
建
材
・
用
品
を
専
門
に
扱
う
同

店
は
、
全
国
に
一
二
〇
店
舗
あ
り
ま

す
が
、
建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー

ド
で
割
引
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
長

崎
県
の
店
舗（
大
塔
店
）の
み
と
な
り

ま
す
。「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ

ン
」
は
割
引
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●コーナン PRO大塔店
　（佐世保市大塔町 8－62）

×
建設長崎

3％割引

インボイス制度登録後は、消費税の確定申告が必要となります‼
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大
村
支
部
　
住
宅
デ
ー

	
　
―
未
来
の
技
能
者�

�

木
工
教
室
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
―

　
令
和
六
年
十
月
二
十
日
㈰
少

し
肌
寒
い
強
風
の
吹
く
中
、
氷

川
神
社
例
祭
に
お
い
て
支
部
住

宅
デ
ー
木
工
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　
本
日
の
工
作
物
は
七
点
（
す

の
こ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
・
写
真
立

て
・
小
物
入
れ
・
鉛
筆
立
て
・

マ
ル
チ
ラ
ッ
ク
・
ミ
ニ
畳
）
あ

り
、
挑
戦
す
る
子
供
た
ち
も
悩

み
な
が
ら
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
両
手
で
金
づ
ち
を
持
ち
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
上
手
に
釘
を
打
つ
子

供
・
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
釘
の

打
ち
直
し
を
す
る
子
供
様
々
で

し
た
が
、
組
合
員
さ
ん
も
優
し

く
丁
寧
に
、
時
に
は
厳
し
く
指

導
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
心

を
つ
か
み
つ
つ
完
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

　
写
真
立
て
は
、
作
り
終
え
た

あ
と
に
記
念
写
真
も
笑
顔
で

ポ
ー
ズ
。

　
ミ
ニ
畳
に
お
い
て
は
親
子
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
も
見
れ
ま

し
た
。

　
物
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
た

ん
で
し
ょ
う
、
何
度
も
挑
戦
す

る
子
供
た
ち
も
い
て
今
年
も
大

盛
況
で
終
了
し
ま
し
た
。
皆
様

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

東
長
崎
支
部
　
住
宅
デ
ー

	

　
―「
あ
り
が
と
う
」
こ
の
一
言
が�

�

一
番
の
励
み
で
す
―

　
三
か
所
の
地
区
を
順
番
に
実

施
し
て
い
る
支
部
住
宅
デ
ー
は
、

今
年
は
「
古
賀
地
区
」
の
順
番

で
「
つ
つ
じ
が
丘
中
央
公
民

館
」
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
朝
九
時
の
開
会
に
合
わ
せ
て
、

組
合
員
さ
ん
が
集
合
し
は
じ
め

受
付
開
始
時
点
で
は
、
い
つ
も

の
こ
と
な
が
ら
、
数
本
の
包
丁

が
受
付
済
み
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
、
順
調
に
来
客
が

あ
り
、
研
ぎ
手
の
組
合
員
さ
ん

は
休
む
暇
な
く
研
ぎ
上
げ
て
い

き
ま
す
。
中
に
は
包
丁
の
柄
が

取
れ
た
と
の
事
で
の
修
繕
の
依

頼
も
。
住
宅
相
談
も
一
件
舞
い

込
み
里
支
部
長
が
対
応
し
て
い

ま
し
た
。
最
終
的
に
は
八
人
の

研
ぎ
手
で
一
〇
〇
本
余
り
の
包

丁
を
仕
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
預
か
っ
た
包
丁
を
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
研
ぎ
、
お
客
さ
ん
か

ら
の
差
し
入
れ
に
手
を
止
め
皆

で
ほ
お
ば
り
な
が
ら
談
笑
す
る

な
ど
の
場
面
も
あ
り
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
怪
我
も
な
く
奉
仕
活

動
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
ま
た
来
年
も
お
願
い
し
ま

す
」
と
の
言
葉
に
、
来
年
は
ま

た
違
う
地
域
で
行
う
の
で
三
年

後
に
と
伝
え
る
と
、
残
念
そ
う

に
さ
れ
る
方
も
。
そ
し
て
何
よ

り
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
あ
り
が

と
う
」
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
る

一
日
で
し
た
。

市
南
・
大
村
支
部
青
年
部
合
同
釣
り
親
睦
会

�

　
　
―
Ｈ
Ｉ
Ｔ
！　
前
回
の
リ
ベ
ン
ジ
達
成
―

　
令
和
六
年
十
月
六
日
㈰
に
市

南
・
大
村
支
部
青
年
部
合
同
釣

り
親
睦
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

雨
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、

何
と
か
も
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
同
様
に
、
ま
だ
ま
だ
辺
り

は
真
っ
暗
の
中
、
午
前
六
時
に

深
堀
漁
港
を
出
港
し
、
十
数
分

か
け
釣
り
ポ
イ
ン
ト
へ
。
船
の

モ
ー
タ
ー
音
が
消
え
、
静
か
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
釣
り
ス
タ
ー

ト
で
す
。
釣
り
始
め
は
、
風
が

強
く
て
波
も
高
く
、
船
が
右
へ

左
へ
と
大
き
く
揺
れ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え

て
い
る
大
村
支
部
の
み
な
さ
ん

で
し
た
が
、
最
初
に
Ｈ
Ｉ
Ｔ
し

た
の
は
、
大
橋
幹
事
（
市
南
支

部
）
で
し
た
。
竿
が
し
な
り
、

ラ
イ
ン
が
勢
い
よ
く
横
へ
動
き

ま
す
。
船
長
が
、「
こ
り
ゃ
。

青
物
や
ろ
ね
！
」
と
、
青
物
は

横
へ
動
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
ラ

イ
ン
が
絡
ま
ら
な
い
よ
う
に
急

い
で
、
リ
ー
ル
を
巻
き
、
回
収

し
て
い
ま
し
た
。
釣
り
上
げ
る

と
、「
シ
イ
ラ
や
！
シ
イ
ラ
！
」

と
皆
さ
ん
口
に
し
て
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
一
時
間
程
し
て
、

副
島
副
部
長
（
大
村
）
に
待
望

の
Ｈ
Ｉ
Ｔ
。
釣
り
上
げ
た
の
は

大
き
な
根
魚
、
昨
年
の
リ
ベ
ン

ジ
成
功
で
す
。
開
始
二
時
間
で

ほ
と
ん
ど
の
方
が
つ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
ポ
イ
ン
ト
を
変
え

て
い
ま
し
た
が
、
中
々
Ｈ
Ｉ
Ｔ

の
声
が
上
が
る
回
数
が
減
り
つ

つ
あ
り
、
海
が
静
か
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
船
上
で
は
、
皆

さ
ん
仕
事
の
話
、
世
間
話
、
た

ま
に
、
他
の
方
に
茶
々
を
入
れ

て
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
方

が
い
た
り
と
、
笑
い
が
絶
え
な

い
時
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
時
刻
も
正
午
過
ぎ
、
最
後
に

今
回
、
初
参
加
の
金
水
副
支
部

長
（
大
村
支
部
青
年
部
担
当
）

が
見
事
な
タ
イ
を
釣
り
上
げ
て

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

程
な
く
し
て
、
雨
が
パ
ラ
パ
ラ

と
降
っ
て
き
て
、
潮
の
流
れ
も

止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
船
長
か

ら
あ
と
三
十
分
く
ら
い
で
雨
が

強
く
な
っ
て
く
る
と
報
告
を
受

け
、
帰
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

総
勢
九
名
の
参
加
で
、
八
名
の

方
は
釣
果
あ
り
、
ま
た
し
て
も

ボ
ウ
ズ
が
一
名
…
。
来
年
こ
そ

リ
ベ
ン
ジ
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

全建総連技能者育成基金制度
　全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、技能者育成を支援
することを目的に技能者育成基金制度を創設。２０１８年 ４ 月から資格取得による
報奨金制度を実施。
　「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ ２千～ １万円を全建総連
から申請者（組合）を通じて組合員の方々へ支給されます（対象資格は下表を
参照）。

◎申請方法
　①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
　②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
　　以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
　・受講時に組合員であること。
　・組合費等の滞納（ ３ヶ月以上）がないこと。
　・申請期限は資格取得から ３年以内。

■対象資格
区分 １：10,000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一
級技能士（※ １）、一級施工管理技士（技術検定試験）、第一種電気工事士、電
気主任技術者（第一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技
術者、登録基幹技能者（全職種）

区分 ２：5,000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（※ １）、二級施工管理技士（技術検定
試験）、第二種電気工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担任者、
職業訓練指導員免許（※ ２）、測量士、建築設備士、消防設備士、建築仕上改
修施工管理技術者、道路標識点検診断士、発破技士、火薬類取扱保安責任者、
消防設備点検資格者、海上起重作業管理技士、基礎施工士、１級エクステリア
プランナー、ジェットグラウト技士、第一種冷媒フロン類取扱技術者、運動施
設施工技士、排水設備工事責任技術者、配水管工技能者、金属屋根工事技士、
認定ログビルダー、プレハブ建築マイスター（※波線19資格は2021年４月１日
取得分から適用）、日本ウレタン断熱協会品質管理責任者（※2022年 ４ 月 １ 日
取得分から適用）、１級建築測量技能者（※2022年 ６ 月 １ 日取得分から適用）

区分 ３：2,000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石の
ための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質及び四アルキ
ル鉛等、鉛、木材加工用機械、地山の掘削及び土止め支保工、型枠支保工の組
立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築物の組立て等、
コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、石綿

資格取得で
報奨金が
もらえます。

〈
参
加
者
〉

一
瀬　

純
男	

中
尾　

政
男

緒
方　

末
広	

金
水　
　

誠

伊
藤　

光
廣	

髙
取　

征
治

上
野　

義
弘	

副
島　

具
巳

早
川　

和
男	

副
島　

俊
哉

太
田　

裕
記	

梅
原
光
史
郎

中
尾
ス
ミ
子	

髙
取　

華
恵

〈
参
加
者
〉

里　
　

澄
宏	

山
村　

篤
司

本
田　
　

勇	

牧
島　
　

貢

藤
本　

稔
美	

寺
田　

政
徳

若
杉　
　

隆	

赤
瀬　

真
児

兼
子
健
一
郎	

永
田　

義
純

池
本　

正
子

―優しく丁寧に指導する組合員さん―

―つつじが丘中央公民館―

―釣り上げた魚を手にハイ・チーズ―
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国 保 だ よ り
マイナ保険証利用登録された方で

解除を希望する方は、手続きができるようになりました
　令和 ６年12月 ２ 日よりマイナンバーカードと健康保険証の一体化により、
現行の健康保険証の新規発行を終了し「マイナ保険証」を基本とする仕組
みに移行することになります。
　マイナンバーカードを健康保険証として利用するには任意の手続きが必
要となります。既に利用登録された方で、利用登録の解除を希望する方は、
資格確認書の申請を条件とした上で、任意に解除の手続きができるように
なりました。
※利用解除申請後、マイナポータル上の「健康保険利用解除登録の申込状
況」画面に反映されるまで、諸般の手続きのため １～ ２ヶ月程度かかります。
　手続きの詳細につきましては、追って掲載いたします。

見本（イメージ）

　厚生労働省より組合員の加入資格（職種）については「建設業に従事し
ていることを証明する公的な書類」の確認により定期的に実施することが
義務付けられています。
（就労状況調査についてのご案内は令和 ６年 ７月上旬に封書にて送付して
います。）

●提出いただくもの
①組合員就労状況調査票（送付しているオレンジ色の用紙）
②「建設業に従事していることを証明する書類（証明書類）」
　上記 ２点について提出期限までに所属する支部窓口へ必ずご提出をお願
いします。
　皆様のご理解とご協力をお願い致します。

就労状況調査書類提出のお願い

提出期限：令和 ６年11月29日㈮まで

　建設従事者である証明書類を提出しなかった場合は、厚生労働省
の指導により「無資格者」とみなし、組合規約に基づき被保険者資
格喪失となります。

ご注意ください！

※証明書類等、詳しくは所属支部へお問合せください。

　長建国保では加入している被保険者（組合員、家族）全員を対象に、季節性イ
ンフルエンザ及び新型インフルエンザのワクチン接種に係る費用の補助を実施し
ております。

インフルエンザの予防接種補助の申請について
《補助の対象者》
　長建国保加入の被保険者（組合員及び家族）
《補助の対象》
　季節性インフルエンザ及び新型インフルエンザのワクチン接種（以下予防接種
という）に係る自己負担の費用が １回につき、1，500円を超えた場合、1，500円を
超えた額を補助いたします。
※�「フルミスト」の予防接種につきましては、補助対象となりませんのでご注意
ください。

《補助の申請》
　当該組合員が所属する長崎県建設産業労働組合の支部窓口で被保険者証を提示
し、申請書（様式第一号）に予防接種の領収書等を添えて申請してください。
《補助申請の期間》
　補助の申請は予防接種を受けた日の属する月の末日から起算して ６ヶ月以内と
なっておりますので、接種後早めに申請してください。
（例） １月10日に予防接種を受けた場合は、 ７月31日までに申請が必要です。
《申請に必要なもの》
・被保険者証
・予防接種の費用と分かる領収書及び明細書等
・印鑑
《補助の交付》
　補助金の交付は、申請に問題がなければ受付時に支部窓口で交付いたします。
（申請時に交付）
《補助対象期間》
　今年度のインフルエンザの予防接種の助成対象期間は、令和７年 ３月31日まで
となっております。（※この期間のうち、実際にワクチンを受けられる期間は市
町村や医療機関毎に異なることがありますので、お住まいの市町村窓口や接種を
予定されている医療機関にお問合せください。）

インフルエンザ予防接種を助成しています！
感染対策にお役立てください

※フルミスト（鼻から接種できる予防接種）に関しては
　補助対象となりませんのでご注意ください！！

※規定料金は告知なく変更される場合がございます。正確な料金は各温泉施設までお問合せ下さい。
2024.11.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉 
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38 

095-862-5555

i＋Land nagasaki 
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町１丁目3277-7 
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1 
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 － ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284 
095-856-2631

ゆりの温泉 大人

発券機に「950円」、
「650円」ボタンが
あります。 
メンバーズカード
の提示が必要です。

1,090円 ▲140円 － 950円 西彼杵郡長与町高田郷2289-2 
095-856-2617

1,090円 ▲140円 ▲300円 650円 西彼杵郡長与町高田郷2289-2 
095-856-2617

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ 
おおむら　ゆの華 大人 820円

▲120円 
【メンバーズカード

有無に関わらず】
▲300円 400円 大村市森園町663-3 

0957-50-1126

青雲荘 大人 880円 － ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500-1 

0957-73-3273
小地獄温泉館 大人 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上） 
［ ７ ：30 ～16：30］ 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10 
0957-74-3141

大人 
［16：30 ～21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ 
（保険証・運転免許証をご提示ください） 

大人（60歳以上）［ ７ ：30 ～21：30］
209円 差額は返金されません。 ０円

いいもり月の丘 大人 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地 
0957-28-4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272 
0956-82-2661

川棚大崎温泉 
しおさいの湯 大人 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237 

0956-82-6868

ザ・パラダイス 
ガーデン サセボ（※ １ ） 大人 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12 

0956-39-4800

ホテルローレライ 
ばってんの湯（※ １ ） 大人 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449 

0956-59-3939

はさみ温泉 
湯治楼

大人 平日 800円 － ▲300円 500円 東彼杵郡波佐見町長野郷
558-3 

0956-76-9008大人 土・日・祝 850円 － ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2 
0956-66-2617

平戸たびら温泉 
サムソンホテル 大人 1,000円 － ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6 

0950-57-1110

（※１）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
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